
ダイオキシン類の用語の解説 

 

 

【ダイオキシン類とは】 

  ダイオキシン類対策特別措置法では、ポリ塩化ジベンゾ‐パラ‐ジオキシン（PCDD）、

ポリ塩化ジベンゾフラン（PCDF）及びコプラナーポリ塩化ビフェニル（コプラナーPCB）

を「ダイオキシン類」としています。PCDD は 75 種類、PCDF は 135 種類、コプラ

ナーPCB には十数種類の異性体があります（これらのうち毒性があるとみなされている

のは 29 種類です）。ダイオキシン類は、ごみ焼却のほか様々な発生源から副生成物とし

て発生します。 

 

【人に対する影響について】 

  通常の生活の中で摂取する量では急性毒性は生じません。 

  ダイオキシン類のうち 2,3,7,8-四塩化ジベンゾ‐パラ‐ジオキシンは人に対して発が

ん性があるとされていますが、現在の通常の環境の汚染レベルでは危険はありません。 

  多量のばく露では、発がんを促進する作用、生殖機能、甲状腺機能及び免疫機能への

影響があることが動物実験で報告されています。しかし、人に対して同じような影響が

あるのかどうかはまだよくわかっていません。 

 

【毒性等量（TEQ）】 

  ダイオキシン類全体の毒性の強さを表したものです。PCDD、PCDF、コプラナーPCB

には、それぞれに多くの異性体があり、その異性体によって毒性が異なります。最も毒

性が強い 2,3,7,8-四塩化ジベンゾ‐パラ‐ジオキシンの量として換算した値となります。 

 

【単位の説明】 

  ng（ナノグラム） ： 10 億分の 1 グラムを表す単位 

  pg（ピコグラム） ： 1 兆分の 1 グラムを表す単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


